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会期〈6月8日～6月29日〉
6月8日　 開会
　　　市長提出議案
　　　　　予算案	 1件
　　　　　条例案	 3件
　　　　　その他議案	 11件
　16日　一般質問（7人）
　17日　一般質問（6人）
　18日　一般質問（5人）

　19日　各常任委員会（分科会）
　22日　特別委員会
　25日　�予算決算常任委員会
　29日　閉会
　　　市長提出追加議案	 3件
　　　議員提出議案	 2件

　　※議案等の採決結果（P15参照）

６
月
定
例
会

条例案等をチェック （P13参照）
　市長から提出のあった条例案やその他の議案については、各常任委員会で審議されました。

予算案をチェック （P12参照）
　市長から提案のあった予算案については、予算決算常任委員会で審査されました。

令和8年度6月補正予算
 一般会計 	 補正額	 1億3,521万9千円

 一般会計の累計
	 578億1,521万9千円
 全会計の累計
	 1,158億2,891万9千円

議員提出議案をチェック （賛否はP15参照）
　議員から提出された議案のうち意見書については、可決された意見書を、内閣総理大臣をはじめ、関係
機関に送付しました。木下議員から議案第５号に対し、反対討論がありました。
議案第5号　�自衛官への暴挙発言に対する議員辞職を求める決議
議案第6号　�社会全体で全てのケアラーを支援する仕組みの構築を求める意見書

人事案件
　固定資産評価審査委員会委員
　　木

きむら
村　鉄

てっぺい
平 氏（上小松町）の選任に同意しました。

小松市イメージキャラクター
カブッキー

　農業委員会委員
　　浅

あさい
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子 氏（南浅井町）

　　奥
おくだ
田　直
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　　木
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戸西　八

はちろう
郎 氏（矢崎町）

　　寺
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樹 氏（瀬領町）

　　灰
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雄 氏（向本折町）
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ゆき
紀 氏（園町）

　　川
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まちこ
智子 氏（須天町）

　　辻
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也 氏（津波倉町）

　　中
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村　一
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秀 氏（草野町）

　　松
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秀 氏（月津町）

　　大
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木　淑

としこ
子 氏（白江町）

　　北
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夫 氏（漆町）

　　辻
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和 氏（向本折町）

　　西
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明 氏（荒木田町）

　　山
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本　浩
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一 氏（千代町）
の任命に同意しました。



市政 Ｑ＆Ａ一 般 質 問

一
般
質
問

議会だより 222号 3

◆物価高対応のデジタル給付
こども食育支援事業の目標と、持続可
能なシステム基盤構築に向けた既存シ

ステム活用の見解は。
食事代の補助や家族団らん機会の増加
が目的で、申請率９割の達成を目指す。

類似事業の受託実績があるシステム事業者を
選定し、夏休み期間中の利用開始とする。

スマホ買替えが必要な高齢者の負担軽
減策や、若手地域人材を活用する学生

スマホサポーター導入への見解は。
購入補助はないが、出張スマホ教室な
どのスマホ活用支援を実施している。学

生スマホサポーターは様々な課題を整理した
上で検討していく。

◆ＡIの現在地と今後の関わり方
自動運転バス実証実験における接触事
故の要因と、安定した運行に向けた今

後の安全策は。
現在は対象物の認知のみにＡIを活用し
ている。事故はステアリングを切る指

示と実際の制御が追従できていないことが原因。
今後はシステムが指示したステアリング角度と、
実際に切られたステアリング角度の乖離を検
知し、接触を防止する機能等を追加し、予測
判断にもＡIを活用していく。

教員が適正なＡIの活用法を身につける
ルール整備や、人手不足が懸念されるI

ＣＴインストラクターの育成等、体制強化はど
う進めるか。

生成ＡI利活用ガイドラインを策定し、
教員研修を実施する。インストラクター

の確保と育成は関係部局と連携し、実効性あ
る対策を講じる。

◆新市民病院建設と先端医療技術・地域
連携について

高度医療の充実をどう図っていくか。

人材強化に加え、新病院では、迅速か
つ効率的に高度医療を提供できる体制

を検討していく。

金沢大学附属病院との連携について。

高難度手術の対応強化を図るためには、
医師の確保が必要となるため、これま

で以上に金沢大学附属病院との関係を強化し
ていく。遠隔手術についても、双方の病院の
医師の連携強化を進めていく。

高難度の手術ができる中核病院に向け
ての対応は。
血管造影装置を更新予定。新病院では、
手術機能の強化や、感染症に対応でき

る設計としていく。

病院のＤＸの加速にどう取り組む。

ＡIによる看護師の勤務表作成システム
などを導入予定。

職員が働きやすい環境整備を。

限られた財源の中でスペースを有効活
用し、リフレッシュできる環境と仕組み

づくりを検討していく。
市民の命や最前線で働く職員を守る、
市長の熱い思いは。
南加賀医療圏内の医療機関がそれぞれ
の役割を明確にし、医療圏一丸となって

医療体制を構築することが何よりも重要である。
小松市民病院がその中核病院となり、医療圏
内の人々は医療圏内でしっかりと守っていくと
いう強い使命感を持って取り組むことで、結果
として小松市民の健康を守ることにつながる
ものと確信している。

◆下水道管路の老朽化対策
埼玉県八潮市の道路陥没事故を受けて
の本市の調査結果に対し、今後の対応は。
緊急度１及び空洞箇所は、昨年度内に
修繕完了。緊急度２の箇所は、今年度

中に修繕を完了予定。今後も、計画的な点検
調査を継続し、修繕や改築工事を実施するこ
とで、管路の健全化を図り、事故の防止に努
めていく。
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一
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質
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動画はQRコードからどうぞ

市政 Ｑ＆Ａ 一 般 質 問

2026年8月4

◆不登校児童・生徒への支援について
出席扱い・成績評価について。

学校と教育委員会が連携をとって出席
判断をしている。また、個々の学習状

況を踏まえ、数値による評価ではなく、文章
の記述により成績評価を行っている。

居場所を必要としている子ども達への
寄り添いや環境の整備が重要ではないか。
学校には通学できるものの教室に入る
ことが難しい児童生徒については、相

談室等で受け入れ、支援を行っている。
　学校に行けない児童生徒については、家か
ら出て様々な関わりを持とうと、ふれあい教
室に通っている。
　家から出られない児童生徒については、相
談員が訪問し、支援を行っている。
　学びの多様化学校は、学習意欲はあるもの
の登校しづらい児童生徒が自分に合った学習
内容やペースで学習を進めることで自信を取
り戻し、将来、社会の一員として活躍していく
力を身につける場であると考えている。

◆学校現場における性暴力などの被害
防止について

性暴力から守るためには予防を重視し
た取組が必要ではないか。
教職員の事故や犯罪防止の注意喚起を
行っている。個人的なＳＮＳのやり取り

禁止、個人携帯での動画等の撮影禁止などを
繰り返し伝え、犯罪防止に努めている。

自分の身体を守る教育について。

小学校低学年次からプライベートゾー
ンの大切さ、嫌なことを断る、その場

から逃げるなどの指導をしている。中学年次
からは、男女の体の違いや心の発達など、性
情報への対処などを学んでいる。

こども性暴力防止法について。

法施行に先立ち、教職員採用時に性犯
罪歴の確認を実施している。児童生徒

が安心・安全に学校生活が送れることが大切
であり、教職員の法の理解、倫理観の醸成に
努め、保護者も安心できるよう、学校の取組
を情報伝達していく。

◆小松市地域防災計画改定について
これまでの避難所避難者数22,000人を
16,466人に想定したのはなぜか。
自宅にとどまる方や車中で避難生活を
送る方など、避難所以外で避難する方

がいるため。
公民館等の施設が届出避難所として開
設可能になるが、運営方法や指定避難

所との関わりについて。
地域の自主防災組織または町内会を想
定している。有事の際には、指定避難

所の備蓄品を活用する。
避難者へのトイレ確保について。

発災３日目までは避難者75人当たり１基、
発災４日目以降は50人当たり１基、発災

７日目以降は20人当たり１基のトイレを確保する。

◆猛暑から市民の命と健康を守れ
生活保護世帯でのエアコン設置の方法
と状況把握について。
平成30年度から一時扶助費の支給対象
にエアコンが追加されており、職員が

訪問等を通じて設置状況の把握に努めている。
高齢者世帯への声かけはどうか。

民生委員や地域福祉推進員を中心に、
定期的な訪問や見守り活動を行っている。
低所得世帯を対象にしたエアコン購入
支援が必要と思う。
クーリングシェルターの設置拡大や的
確な注意喚起、予防啓発などを通じて、

熱中症予防に努める。

◆加齢性難聴者の社会参加について
聞こえの大切さの周知・啓発の取組の
状況はどうか。また、検診での聴力検

査項目の設定はできないか。
健康イベントやいきいきサロンなどの機
会を活用し、広く周知を図っていく。ま

た、人間ドック及び脳ドックにおいて聴力検査
を実施している。

補聴器購入費助成の検討を求める。

先行自治体
の運用状況

及び国・県の動向
を把握するととも
に、制度設計、財
源確保、導入効果
及び必要性につい
て検討する。
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市政 Ｑ＆Ａ一 般 質 問

一
般
質
問

議会だより 222号 5

◆大千穐楽を迎えた「日本こども歌舞伎
まつりin小松」について

連日大入りとなった最後の舞台。小松
市が「歌舞伎のまち」「勧進帳のふる

さと」であることを市民一人一人が改めて思
い至るまたとない契機となった。再々度問う。
この伝統行事の復活はないのか。

観客層の固定化や集客力の低下といっ
た課題や、多大な人的・財政的負担が

ある一方、担い手確保や継承への効果は限定
的であった。大千穐楽をもって一区切りとし、
市主体となっての再開の考えはない。

時代の変化に対応した、持続可能な形
での勧進帳の継承、その具体的な取組は。
今後は、お旅まつり曳山子供歌舞伎を
核としながら、八町こども歌舞伎、人

材育成事業、学校教育、安宅の関を活用した
学習・観光事業
を相互に連携さ
せることで、よ
り多くの市民が
関わる持続可能
な勧進帳継承の
仕組みを構築し
たい。

◆小松東部交番（仮称）の新設構想に
ついて

新設構想の狙いと概要、タイムスケジュ
ールは。
令和9年12月中の完成・運用を予定。
5つの駐在所は運用停止となる。

交番化によるメリットとは。

運用時間・人数が拡充され、パトロー
ル体制や交番相談員による相談対応な

ど、警察機能がより充実する。
５つの駐在所（八幡・本江・河田・中海・
江指）が統廃合されることによる各地

域への影響はないのか。
警察機能がより充実し、各地域へのパト
ロールもこれまでの水準を維持して行う

ため、治安維持・向上につながるものと考える。
地域住民への十分な説明と周知を求め
る。
警察による地元説明会を行っている。
交番化によるメリットが地域住民に周知

されるよう関係各位にお願いしていく。

◆湯ったりシニアふれあい入浴助成事業
について

利用回数を年間20回に拡充した効果は。

周知強化により、令和7年度の利用者数
は前年度より約1,400人増加した。
利用可能施設が４浴場まで減少し、地域
間の利用環境の配慮が必要。
健康づくりや交流の場を確保するため、
今後は利用可能施設の確保を検討する。

◆長寿バスの利用について
利用状況と予約の実態は。運行日数や
車両の増強は。
令和7年度は81回運行し、1,896人が
利用した。春・秋は２台運行する日を設

けている。比較的希望が少ない時期の周知を
行い、多くの団体利用に努める。

◆自主防災組織について
組織の活動状況と課題認識は。行政と
の連携、人材育成、若い世代や女性の

参加促進の進め方は。
全町内会で組織されているが、活動内
容や頻度に地域差があり、担い手不足

や活動の活性化が課題である。防災士や地域
住民との連携、補助制度の活用により、防災
力向上を図る。

◆避難所運営協議会について
活動状況や課題の認識は。実効性を高
めるための改善策や支援策は。
全校下・地区で協議会を設立しているが、
活動に地域差がある。防災士や防災エ

キスパートの派遣制度の活用で、マニュアル
作成や訓練実施を支援し、協議会活性化を図る。

◆地域建設業の持続的な発展を
発注後に資材価格や労務費が上昇した
場合の対応は。
国・県の制度に基づきスライド条項を
適切に運用し、資材不足などの場合は

工期延期にも柔軟に対応している。

◆林道沢原線の整備について
地域交通や防災道路として、拡幅整備
を行う考えは。
拡幅の予定はないが、生活道路として
も重要な路線であることから、適切な

維持管理と安全確保に努める。
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市政 Ｑ＆Ａ 一 般 質 問

2026年8月6

◆窓口でのコミュニケーション
聴覚に障がいのある方や高齢者などへ
の対応の現状や、今後の対応について

伺う。
耳が聞こえにくい高齢者などには、筆
談や骨伝導集音器のほか、音声を文字

認識し会話をリアルタイムに文字変換するタブ
レット端末を活用している。今後も、デジタル
技術を生かした取組を推進する。

◆水道水の安全性
白山市湊町の化学メーカー工場敷地内
地下水から、国の暫定指針値を上回る

有機フッ素化合物が検出された。手取川河口
部には、上水道取水井戸がある。水道水の安
全性について伺う。

石川県環境政策課より、ＤＩＣ株式会社
北陸工場敷地内の浅井戸から、ＰＦＯＳ

及びＰＦＯＡが検出されたと発表があった。そ
の後、検査範囲を拡大し、５月21日時点では、
検査井戸数142に対し、指針値を超過した井
戸数は58であった。現時点では小松市への影
響について、県や関係機関からの報告はない。

本市上水道川北水系の取水井戸は、地下70ｍ
の深井戸である。市が実施した検査でも指針
値以下となっている。

◆駐在所の廃止と交番への再編
駐在所の廃止を地域住民が不安に思っ
ている。地域住民の思いを県警に伝え

てほしい。
新設交番は、八幡地内に設置され、令
和９年12月の完成予定。24時間、365

日、三交代制の複数人勤務体制である。地元
の不安解消に向けて丁寧な説明を重ねるよう、
引き続き県警に求める。

新交番の受け持ち区域は、本市人口の
３割に達し、従来の交番をはるかに超

える。受持ち区域は、広大であり、初期対応
の遅れが懸念される。巡回パトロールや防犯
活動に空白が生じない対応を求める。

新交番には、広域化に対応可能な基
盤も整備され、警察機能がより充実し、

地域全体の治安維持向上が図られることを期
待している。市に寄せられた意見、要望等は、
関係機関に伝える。

◆地域ぐるみの見守り体制強化について

子供の見守り組織について。

市内では、ＰＴＡ、わがまち防犯隊、防
犯交通推進隊、青色パトロール隊が見

守り活動を実施。ほかにも、石川県警察本部
が委嘱する子ども110番の家や、住民、事業
者が日常生活を送る中で、防犯の視点を持っ
て子供たちを見守る「ながら見守り」などの
活動もあり、様々な組織や、多くの方が子供
を見守っている。また、市は、市内に防犯カ
メラを設置しており、犯罪の防止、解決のため、
警察からの要請があれば映像を提供している。

児童への防犯教育について。

学校では、町別の子供会による集団下
校や、警察署と連携した啓発活動、不

審者を想定した避難訓練を実施。小学校で
は、小松警察署職員による防犯教室が行われ
ており、具体的な事例を通じて自分ごととして
危険性について学び、自分自身を守る方法を
考えるよい機会とさせていただいている。高

校生に対しては、一昨年、小松市立高校にて、
金沢弁護士会の協力のもと、ＳＮＳトラブルに
関する講話を実施。ネット上トラブルや犯罪に
ついての具体的な事例が紹介され、正しいＳＮ
Ｓの利用方法、問題発生時の対処法について
学ぶことができている。学校や行政だけでなく、
地域住民、警察、弁護士会などの専門機関の
協力も得ながら、今後も取組を進めていきた
いと考えている。

地域ぐるみで子供を守る体制づくりに
ついて。
今後、少子高齢化に伴う地域人材の確
保の課題を踏まえ、IＣＴや企業人材の

活用を含む企業とのさらなる連携を検討する
とともに、持続可能な見守りネットワークの構
築を目指し、市内の各地域の現状やニーズに
応じた制度活用
や事業者との連
携について、前
向きな取組を進
めていきたいと
考えている。
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市政 Ｑ＆Ａ一 般 質 問

一
般
質
問

議会だより 222号 7

◆農地マッチング事業について
農地マッチング事業とはどのような事業
なのか。
高齢化や担い手不足を背景に管理が難
しい農地について、所有者に登録いた

だき、その情報を必要とする農業者へ橋渡し
することで、遊休農地の解消、発生防止を目
的として、令和６年度より農地マッチング事業
という形で行っている。

農業従事者の推移は。

市の農業従事者数は、平成22年の3,2
81人に対し、令和２年は1,688人と10

年間で半減している。現在はさらに進んでい
ると考えている。

農地マッチング事業のこれまでの実績は。

年に数件の相談はあるものの、残念な
がらマッチングには至っていないという

のが現状である。
農山村地域における農地保全について、
どのような課題があると考えているのか。

高齢化や人口減少が進む中で、農業従
事者の減少や鳥獣被害などにより耕作

されない農地の拡大、また地域コミュニティ
の弱体化が懸念されている。
　これらの問題により、集落全体での農地や
水路の維持管理が困難になり、農山村地域が
持つ景観や防災など多面的な機能が損なわれ
るおそれがある。

効果的な解決策をどのように考えてい
るのか。
国の多面的機能支払制度及び中山間地
域直接支払制度を最大限活用し、地域

住民と連携して農地保全等に取り組んでいる。
　町単位から校下単位へ活動を広域化し、地
域住民が主体的に取り組む体制づくりを進め
る必要がある。集落単位ではなく、旧西尾校
下や松東地区全体で営農に取り組むなど、広
域化しなければ、農地の維持は難しいと考え
ている。
　多面的な機能の維持、発揮、そして地域の
活性化につながる取組を地域とともに考えて
いきたい。

◆新告示と区域について

これまでの経緯、今後のスケジュールは。

昭和59年の最終告示から相当な年数が
経過しており、告示時点と比べて騒音

状況が変化していることから、防衛省は騒音
調査を実施した。調査結果の整理後、新しい
区域指定案について、関係省庁との協議を経て、
県を通じて関係市町への意見聴取を予定して
いるとのこと。その後、現行の区域等の解除
と見直し後の区域等の指定に関する告示が行
われ、約１年６か月の経過措置期間を経て告示
適用される流れとのこと。

指定から外れた区域、機能復旧工事の
期間に満たないものへの対応は。
区域外になってしまう方への経過措置あ
るいは救済措置を防衛省に対して要望

していく。空調と防音建具の機能復旧工事は、
設置後10年以上経過しているものが対象であ
り、区域見直しの告示後、経過措置期間内に
10年を経過しない場合は、対象にすることは
困難と聞いている。

工事限度額、ペアガラスの対応、エア
コン等について。
防衛省は令和７年１０月に住宅防音工事
の補助限度額の引上げを行っており、

今後も必要に応じて見直す考え。複層ガラスは、
新区域において補助対象となる全ての住宅に
採用するとのこと。エアコンは、省エネ基準
引上げに伴い、価格の上昇が見込まれているが、
所要経費の１割を負担いただく制度であること
をご理解いただきたい。

◆PFOS、PFOAについて
市内の状況と、市民生活への影響はど
うか。
令和５年度から調査を実施し、園排水機
場と浮柳町墓場横水路において、指針

値の近似値が検出されたため、継続的に調査
している。本市においては、影響がないとは
言い切れないが、人体への影響は極めて少な
いものと思われる。国や県とも連携し、市民
に分かりやすい情報発信に努めていく。
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市政 Ｑ＆Ａ 一 般 質 問

2026年8月8

◆外国人住民の急増とごみ出し
外国人住民の直近5年の推移は。ごみ
分別ルールの説明は。
外国人住民は直近5年で約49％増加、
インドネシア出身者は107人から503人

と増加が顕著。ごみ出し案内はポルトガル語・
ベトナム語・中国語・英語の4言語に対応。

インドネシア語追加を提言する。

来年度を目途に、ごみ出しカレンダーと
ごみ分別アプリのインドネシア語対応を

進める。

◆学校でのムスリム児童への対応
ムスリム系児童の人数と対応は。

ムスリム系児童生徒数は10人、技能実
習生増加に伴い増加傾向。給食は弁当

持参を認め、体育・水泳の授業では肌を露出
しない服装を認めている。礼拝は、空き教室
等を利用して対応している。

現場任せではなく、市として宗教的中
立性の判断基準を明確にし、市民に対

して説明をすべきではないか。
特定の宗教に対してではなく、全ての
子供たちの楽しい学校生活を第一に、

保護者・児童生徒と相談し、可能な範囲で対
応している。

◆部活動の送迎の安全
福島県の事故を受け、送迎のガイドラ
イン策定を提言します。
内規にて、教職員の運転送迎は禁止と
している。大会などの送迎方法は、貸

切りバス・保護者送迎・公共交通機関の利用
の3つの方法で対応している。国の通知を受け、
各学校への周知と部活動送迎の安全確保に万
全を期すよう再度指導した。市の教育方針な
どが示せるなら、ガイドライン化も検討する。

◆平和教育の中立性
修学旅行中の辺野古沖転覆事故を受け、
危険な訪問先の扱いは。中止・変更の

判断は誰が行うのか。
安全が担保できない場合はその活動を
実施しない。中止・変更の決定は校長

が行う。
政治的に偏った指導はないか。

現状や過去の歴史を伝え、児童生徒自
らが考える教育に取り組んでいる。政

治活動への参加を促すこともない。

◆未来型図書館について
未来型図書館の在り方調査プロジェクト
がスタートして６年。今日までに至る過

程の説明を。
令和３年度にスタートし、４年度には基
本構想を取りまとめ、５年度にはこまつ

リビングラボを立ち上げた。６年度は基本計
画を策定し、７年12月に設計・建設・管理運
営を担う事業者の公募を開始し、３つの事業
者から企画提案書の提出を受けた。

今後のスケジュールは。

7月12日に事業者による公開プレゼン
テーション及び事業者選定委員会を実

施し、9月議会にて事業契約の締結に係る議
案を上程したい。議決後は速やかに基本設計・
実施設計に着手し、令和12年度の開館に向け
て着実に進めていく。

事業費の施設整備費・管理運営費につ
いて説明を。
事業費の内訳は施設整備費105億3,000
万円、管理運営費69億1,500万円。物

価高騰が今後も懸念されるが、常に適正化に
努めながら、将来世代に誇れる質の高い施設
となるよう、必要な投資はしっかりと行いたい。

なぜ芦城公園周辺なのか。

文化的価値、公共施設マネジメント、財
政負担の抑制、まちづくり効果の面から

最もふさわしい場所と認識している。
構想では年間来館者数40万人。既存
駐車場で間に合うのか。
平日は既存駐車場で対応可能と考える。
休日は市職員駐車場を活用したい。ま

た、駐車場案内や誘導の強化などの混雑緩和
とともに、路線バスやシェアサイクルの活用など、
複数の対策を組み合わせて対応していきたい。

年金事務所を国から払い下げしていた
だき、そこに立体駐車場の検討をお願

いしたい。
非常に好立地だが、かなり課題がある。
まずは開館後の実際の状況を把握し、

中長期的な視点から検討したい。
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議会だより 222号 9

◆学びの多様化学校開校に向けて
スケジュール及び認可申請の手続きの
予定は。
令和９年３月をもって閉園予定の小松大
谷幼稚園の場所を予定地とし、基本計

画の策定と文部科学省の認定を受け、令和１０
年４月の開校を目指す。

カリキュラムの組立てはどうなるのか。

従来のカリキュラムの８割程度の内容とし、
地域の特色を生かした学びも取り入れる。
幼稚園から学校への施設改修となるが、
ハードの整備はどうなるのか。
教室やトイレ、ネット環境などの改修が
必要と考えている。
どこが運営主体となって、どのような形
態になるのか。
運営主体は小松市であり、小松市立の
学校になる。形態は本校型・分校型・

分教室型の３種類あり、生徒数や規模に応じ
て検討する。

開校に向けての予算はいつ提示される
のか。
９月議会もしくは１２月議会には提示した
い。
①ステップルーム、②ふれあい教室、
③学びの多様化学校の各役割は。

①は登校できるが教室に入りづらい児
童生徒の居場所、②は学校以外の居場

所、③は登校しづらいが学びの意欲のある児
童生徒のための学校と考えている。

学びの多様化学校開校に向けて市長の
思いは。
学校の規模・配置の適正化と合わせ、
伸ばしこぼれのない学校教育環境づくり

は重要な政策であると考える。
◆自転車の交通ルールの厳格化について

今年４月から厳格化が図られたが、地
方の交通体系に即していないのでは。
車道を走ることが原則だが、自転車通
行可の標識がある歩道や年齢などによ

って一部例外規定もあるので、状況に応じて
安全に通行していただきたい。

特に一方通行の取り扱いが分かりづら
いので詳しい説明を。

「自動車・原付」の補助標識があれば、
自転車は規制対象外だが、なければ自

転車も含め規制対象になる。

◆学びの多様化学校の教育内容は
多様化への考え方と小松モデルの特徴
は。開校後の教育内容は。
登校困難な児童生徒に対し、多様な学
びの場や方法を提供する。オリジナリ

ティを加えた「特別で柔軟なカリキュラム」を
実施し、学力保障や進路設計を行っていく。

◆不登校児童生徒の成績評価
図書館を活用した出席扱いと学びの多
様性の具現化は。
成績評価には、一定条件を満たすこと
は必要であるが、学びの状況を把握し

た上で評価することは可能と考える。社会と
緩やかにつながれる、家庭や学校とは別の居
場所にしたいと考える。

◆地域こどもの生活支援強化事業
夏休み期間中の子供の食の確保への認
識は。
今議会で予算案を提出している小中学
生向けの食事支援事業が円滑に遂行で

きれば、生活困窮家庭の支援として新たな展
開が可能になると考える。また、要支援家庭
の訪問の際に、食品の配布やこども食堂の紹
介を行っている。

放課後児童クラブの居場所と昼食の対
応は。
国の補助事業を活用した昼食提供支援
については、内容や必要性、実施可否

も含めて検討したい。

◆小松市地域防災計画について
地域防災計画の改定における避難環境
の整備と被災者支援強化の内容は。
女性や要配慮者等に配慮した避難所運
営や避難所カルテの作成を行う。
ノウハウの蓄積と自主防災組織・防災
士協会事業の支援拡充は。
避難所開設訓練や防災士向けの研修会
を開催している。地域版避難所運営マ

ニュアルの活用を促すほか、様々な支援制度
にも取り組んでいる。今後も防災士等の知識
向上につながる支援策を考えたい。

備蓄物資確保の基本的な考えは。

発災から３日間までの備蓄を、公的備蓄・
市内の流通備蓄・家庭内備蓄で確保に

努める。食料・飲料水・携帯トイレ等の重要
備蓄品10品目を定め、備蓄在庫量は、従来の
地震被害想定に基づいた避難者数２万2,000
人を対象としている。
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市政 Ｑ＆Ａ 一 般 質 問

2026年8月10

◆入学式の日程について
今年度の入学式は4月6日月曜日で、準
備期間が平日3日間に限られ、学校現

場に大きな負担があったと聞いている。この
状況について教育委員会の認識を伺う。

入学式や始業式までの準備期間が実質
3日間に限られ、学校現場に負担がかか

った可能性があると認識している。
学校現場の準備や引継ぎ時間を確保す
るため、来年度の入学式を今年度より

遅い日程とする考えはないか。
来年度も準備期間が実質3日間となるこ
とを見据え、入学式や始業式の日程を

柔軟に変更できるよう学校管理規則を改正した。
今後は4月6日を基本としつつ、土日の配置や
準備日数を考慮し、校長会と協議しながら対
応していく。

◆こまつドームの現状と今後
現在、屋根から雨漏りが発生しているが、
現時点で把握している修繕費用は概算

でいくらか。
雨漏りを根本的に防ぐ屋根全体の張り
替えに60億円以上、人工芝の張り替え

や照明のＬＥＤ化も含めると、現状機能を維持
するだけで改修には約70億円かかる見込み。

今後、屋根を修繕して使い続けるのか、
民間活用を再検討するのか、用途転換

や廃止も含めて考えているのか、市の見解を
伺う。

当面はドローンによる定期検査と応急補
修で機能維持を図りつつ、大規模改修

や解体には多額の費用がかかるため、廃止や
用途変更も含め、周辺施設や学校配置の最適
化を踏まえたエリア全体の活用を検討していく。

◆市職員にも災害備蓄を
市業務継続計画（ＢＣＰ）地震編では、
災害時の職員の食料・飲料水は持参が

原則とされているが能登半島地震の際、登庁
した職員20人に確認したところ、食料等を持
参していたのは1人だけであった。職員用備
蓄を業務継続資源として位置づけ、市として
備えてはどうか。

職員による食料等の持参は現実的でな
い面もあるため、救援物資の柔軟な活

用を基本としつつ、災害の教訓を踏まえ、ＢＣ
Ｐの見直しと実効性向上を図っていく。

◆小松産特別栽培米の活路と食育
特別栽培米作付拡充支援において、ブ
ランド米育成や、学校給食での食育も

兼ねた対応は。
令和2年度より、小中学校の給食に蛍
米コシヒカリを提供している。生産・

消費拡大には給食は大きな出口であり、使用
期間延長や県外の学校給食への販路拡大につ
いて、JAと連携しながら取り組んでいきたい。
また、食育活動として、特別栽培米の生産者
を講師として出前講座を実施し、環境保全型
の取組を学ぶ機会を創出している。

来年度からの新たな環境保全型農業直
接支払交付金について。
みどりの食料システム法に基づき、みど
り認定を受けた農業者を支援する仕組

みへの移行を検討しているもので、現在、国
から補助要件などは
示されていないが、
改正内容を踏まえな
がら農業者を支援し
ていく。

◆小松市地域公共交通計画2030につ
いて

地域単位でのワークショップ開催はいつ
頃を予定しているのか。
少量乗合交通の導入を検討している各
地域においても、地域の実情やニーズ

把握のために、地域の皆様との対話の場が必
要だと考えており、今年度前半中にも計画し、
開催したいと思っている。

令和8年度策定予定である小松市利便
増進実施計画は市域全体の計画なのか。
そのとおりであり、幹の交通となる鉄道、
枝の交通となる幹線バス、葉の交通と

なる少量乗合交通として計画を策定し、交通
空白の解消等に当たっていきたい。

◆有害鳥獣の対応について

被害への対策は。

イノシシへは侵入防止柵等の設置、猿
へはおりの確保や電気柵助成、熊へは

AI監視カメラの5基増設を行う予定。
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◆学びの多様化学校
全国の中学生の最新の不登校率は6.79
％とされているが、学びの多様化学校

への転入学希望者の人数の見込みや、分析は。
令和７年度の小松市内の不登校中学生
は205名であった。転入学希望者につ

いては、今後、アンケートなどを通して、実
態やニーズを把握する予定である。

小松市の学びの多様化学校では、どの
ような学びが実現されるのか。
不登校及び不登校傾向にある児童生徒
が、不安に感じている学習の遅れと対

人関係を無理なく改善できる内容を取り入れ
るとともに、自身の好きなことや得意分野に
没頭し、自分のよさを引き出す活動も取り入れ、
生徒が社会とのつながりを感じながら、主体
的に学びを進めていこうとすることができる教
育課程を編成し、学校に行きづらさを感じる
子供たちの学びたいという思いに応えていき
たいと考えている。

◆稚松小学校の体育館空調整備

冷暖房装置で何が変わるのか。

児童生徒が年間を通じて安全かつ快適
な環境の中で活動することが可能とな

る。特に夏季においては、熱中症リスクの軽
減が図られ、体育授業や学校行事、部活動など、
年間を通じて安定的に実施できる環境づくりに
つながる。また、冬季においても適切な室温
を確保することで、児童生徒の健康面への配
慮や、活動環境への改善を図ることもできる。
さらに、学校行事や地域、スポーツ活動にお
ける利用環境の向上や、避難所としての機能
強化にもつながるものと考えている。

体育館への冷暖房設置のスケジュール
感は。
令和11年度から14年度に予定している、
稚松小学校の校舎の整備に合わせて進

めたいと考えている。実施時期は検討中だが、
校舎整備との整合性を図りながら、可能な限
り早期の整備を目指していきたい。

◆観光地連携促進事業について
粟津地区と那谷地区を融合した観光誘
客促進施策は。
那谷寺と粟津温泉を核とした滞在型観
光の推進や誘客促進について、持続可

能な取組を地域関係者とともに考えたい。

◆学校規模・配置の適正化に関する基
本方針について

適正化の考え方と複式学級の可及的速
やかな解消の考え方は。
方針では、小学校は2～3学級、中学校
は4～6学級の確保を目指し、複式学級

の解消を重要な取組と位置付けている。

◆具体的な取組と今後について
複式学級の具体的な解消方針を示せ。

令和9年4月から那谷小学校児童の就学
先を矢田野小学校とする予定。
通学の移動手段と放課後児童クラブの
取扱いは。
スクールバスでの送迎を基本とする。
放課後児童クラブは、那谷地域での運

営継続も可能となるよう進める。

受入れ施設の規模は適正か。

受入れに必要な教育環境や施設規模は
確保できている。体育館の冷暖房設備

の設置についても検討したい。
再編のスケジュールは。児童、保護者、
住民への説明や不安払拭への取組は。
令和９年4月から集団移籍を開始し、翌
年4月に全児童の移籍を完了する予

定。説明会や学校を通じた連絡を基本に、見
通しを丁寧に説明する。不安や意見を聞きとり、
学校や関係機関と連携して対応を進める。

両校児童の交流は必要不可欠だ。

昨年から交流を始め、今後も続けたい。
保護者間でも交流機会を作ってほしい。
閉校式等のタイミングは。

子供たちの教育環境の移行を第一優先
としつつ、地域にとってのセレモニーを

しっかりと行えるよう市として支援したい。
空き校舎の利活用は。

民間活力の活用を基本に、地域の要望
も踏まえ、全力で取り組む。
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常任委員会　審 査 報 告
予算決算常任委員会

議案第36号　令和８年度小松市一般会計補正予算
（第１号）について

■物価高対応こども食育支援費（25,000千円）
　国の重点支援地方交付金を活用し、給食のない夏休
み期間に、小中学生の食事代として１人当たり3,000円
の電子チケットを給付するものです。
　委員からは、単発の事業であるなら再考の余地があ
るのではないかとの意見や、今後の物価高騰を鑑み、
学校の長期休業中の支援として継続すべきとの意見が
ありました。また、持っている携帯電話の種類によって
アプリケーション非対応等により受給できないことがな
いよう、最善の配慮を求める意見がありました。

■部活動地域展開推進費（6,175千円）
　全国的には部活動の地域展開がなかなか進まない現
状とのことですが、部活動に所属しない子供たちが増え
ることのないよう、放課後については、小松独自の改革
を進めるなど、今後多くなるクラブ化を踏まえ、受け皿
となるクラブチーム等が学校の体育施設を利用するため
の予約システムと、システムに連動して予約が完了する
と電子キーのパスワードが発行されるスマートロックを
導入するものです。

■ひととものづくり科学館活動費（2,900千円）
　わくわくホールのプロジェクターのうち、動作不良の
出た１台を更新するものです。
　委員からは、ほかの音響機器などにおいても経年が
感じられるため、計画的な更新を求める意見がありました。

■農作物高温等気象災害対策緊急支援費（54,200千円）
　近年の高温による農作物の減収や健康へのリスクの高
まりを受け、気象災害対策に資する施設及び設備等の
導入を支援するものです。申請者は28人であり、ハウ
スや農業用ドローン、色彩選別機の購入等について申
請があったとのことです。
　申請者が全員採択されたとのことですが、引き続き、
農業者に対する支援に努めてほしいとの意見がありました。

議案第50号　専決処分の承認を求めることについ
て中　令和７年度　専決第６号　令和７年度小松市
一般会計補正予算（第８号）について

■デジタル地域通貨活用事業費（△50,000千円）及び
働く世代応援自治体マイナポイント事業（△18,000
千円）

　申請実績に基づき減額を行うものであり、申請率は小
松トチポが23.9％、マイナポイントが58.1％とのことです。
　現在は、アナログからデジタルへの過渡期にあり、デ
ジタルに不慣れな方へのサポート体制の充実を求める
意見がありました。

■企業誘致推進費（△25,000千円）
　ウレシャス小松オフィスフロアの整備費等にかかる費
用であり、当初予定していたフロア整備の必要がなくな
ったため、減額補正したものです。オフィス誘致に関し
ては、現在、10区画中6区画に入居が決定しておりますが、
県からの紹介により入居に至った企業では、小松市出身
の女性が責任者として活躍されており、加えて、公立小
松大学の学生の採用も行っているとのことです。
　市が目指している、女性や若者が地域に根ざして働き
続けられる職場の例になりうるものですので、この事例
を積極的にＰＲしてほしいとの意見がありました。

■定住促進費（△17,000千円）
　「ようこそ小松」定住促進奨励金等であり、申請実績
に対して減額補正するものです。物価高により住宅の着
工件数が減少しており、それに伴い、申請件数も減少し
ているとのことです。
　建築費の高騰が続く中、今年度から、補助対象とな
る住宅面積の下限を緩和したとのことですが、当制度を
さらに活用しやすくすることで、移住者の増加につなげ
てほしいとの意見がありました。

報告第1号　令和７年度小松市一般会計繰越明許費
繰越計算書について

■就労準備支援等費（4,625千円）
　国が平成25年から実施した生活扶助基準の引き下げ
が違法であったとの最高裁判所での判決に基づき、保
護費の追加支給を行うために係る費用で、対象者の抽
出や支給金額の確認等の事務に時間を要しているため
繰越すとのことです。

報告第10号　法人の経営状況の報告について

　一般財団法人小松市開発公社の経営状況の報告です。
令和６年度末の在来線高架下月極駐車場の民間への事
業移管により、事業規模は前年度から縮小したものの、
時間貸し駐車場の業績が伸びたことから、当期経常増
減は、前年度比23.5％増の35,348千円となったとのこ
とです。
　小松駅前立体駐車場は、週末には利用が集中するこ
とがあり、場内に入った際に各フロアの満車状況が分か
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りにくい状況にあります。現在、ミラーの取り付けによ
り目視で確認できるよう改善が図られているところですが、
更なる利便性の向上に向けて、他の方法についても研
究を進めるよう求める意見がありました。

報告第12号　法人の経営状況の報告について

　株式会社こまつ賑わいセンターは、「まちなか再生に
向けた、民間主導のまちづくりの推進」を重点テーマに
掲げ、ソフト、ハード、子育て支援サービスの三つの分
野で事業を展開しており、Komatsu九やカブッキーラン
ドの昨年度の売上高は、令和６年度よりも増加している
とのことです。今年度の新規事業として、ビジネスラウ
ンジ機能と食堂機能を複合した交流・共創拠点の整備や、
朱門広場における屋台事業を実施する予定であるとのこ
とです。
　そのうち、屋台事業については、悪天候による稼働
率の低下が心配されるため、冬場などにおいて、十分
な配慮を検討してほしいとの意見がありました。
　また、Komatsu九でのイベント開催は、駅前という
好立地であることから、誰もが参加しやすく、また周辺
の飲食店の利用も期待できるため、今後も継続して取り
組んでいってほしいとの意見がありました。

総務企画常任委員会
■小松市職員に対するカスタマー・ハラスメントに関す

るアンケート調査について
　令和８年10月1日から、改正労働施策総合推進法によ
り、市役所を含む全ての事業主に対して、カスタマー・
ハラスメント対策が義務づけられます。これを受け、市
が職員を対象にアンケートを行ったところ、直近３年間
で行政職場では５人に１人、学校現場では６人に１人がカ
スタマー・ハラスメントを受けた経験があることが判明
したとのことです。
　今後、市ではこの結果を踏まえ、基本方針や対応マ
ニュアルを策定し、法施行に向けた体制整備を進めてい
くとのことです。
　アンケート結果を今後の改善にどのようにつなげるか
が重要であり、防犯カメラや録音装置の整備など、実
施可能な対策から順次進め、職員の安全を守る体制を
早急に整えるべきであるとの意見がありました。

■小松東部交番（仮称）の新設について
　令和９年12月に、八幡・本江・河田・中海・江指の
市内５つの駐在所を統合し、八幡地内に小松東部交番（仮
称）を新設するものです。東部地区の大型商業施設の
進出や交通環境の状況変化など、地域情勢の変化に的
確に対応するためとのことです。
　駐在所を24時間体制の交番化することは、市民の安
全確保の観点からは有意義である一方、統合対象となる

５つの駐在所の管轄区域が広範に及ぶことから、当該体
制の下で十分な治安維持が図られるのか懸念する声も
あります。こうした市民の意見を踏まえ、市としても改
めて県に対し、市民の安全・安心の確保に向けた方策
について働きかけてほしいとの意見がありました。
　併せて、統合により身近な駐在所がなくなることへの
地域住民の不安に対し、十分な周知と丁寧な説明を求
める意見や、地域の実情や時代の変化に応じた治安維
持体制の強化を県に対して要望してほしいとの意見があ
りました。

■議案第51号　財産の取得について
　本案件は、災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車１
台を9,229万円で取得するものです。現行車両は、導
入後18年が経過し老朽化が著しいことから、より高度な
性能を備えた車両へと更新するものです。
　なお、本件の入札にあたっては、一般競争入札により
適正に執行され、落札業者と仮契約を取り交わしている
とのことです。

福祉文教常任委員会
■寄附の受納について
　様々な事情により、生理用品の購入が困難な女子児
童・生徒への支援として、小松市校下女性協議会より、
生理用品の寄附をいただきました。
　現在、市内すべての小中学校のトイレ及び保健室に
生理用品が常備されているとのことです。
　女子児童・生徒にとって必需品であるため、このよ
うな寄附をいただけることは大変ありがたいことですが、
市としても、各学校長と共通認識を形成した上で、不足
することがないよう、予算として計上すべきとの意見が
ありました。

■避難行動要支援者名簿について
　災害時の避難誘導や安否確認などを迅速かつ効果的
に行うため、支援が必要な方の名簿を市が作成していま
す。今年度の名簿登録者は12,071人であり、そのうち、
民生委員や自主防災組織などの避難支援等関係者に対
し、平常時から名簿情報を提供することに同意した方は
4,033人で、同意率は33.4％とのことです。なお、災
害緊急時においては、同意の有無にかかわらず、全員
の名簿が各関係者に提供されるとのことです。
　個人情報保護における課題はありますが、町内の要
支援者を把握し、日頃から意識しておくことが重要であり、
今後の運用方法を模索してほしいとの意見がありました。
また、災害緊急時の名簿提供についても、紙面での直
接配布のみならず、緊急時にも対応可能な、電子デー
タによる迅速な情報提供の手法を検討してほしいとの意
見がありました。
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特別委員会　調 査 報 告
小松基地・空港対策

特別委員会

■在日米軍再編に係る訓練移転について
　現時点で、小松基地における訓練計画はないとのこと
ですが、訓練計画については、速やかに情報提供する
よう求めました。

■住宅防音工事で取り付けたエアコンの空調復旧にか
かる優先措置について
　平成30年度から実施されている空調復旧工事に係る
優先措置について、今年度も継続して実施されるとのこ
とです。
　対象は、75歳以上の高齢者のみのご家庭や、家庭保
育のお子さんや障がい者手帳をお持ちの方が暮らすご
家庭です。
　受付期間は６月から８月までとなり、令和６年度からエ
アコン申請台数を２台まで増やしているとのことです。

■小松－高雄便の新規就航について
　９月３日より、タイガーエア台湾において、日曜日、
木曜日の週２便１往復ずつで新規就航するとのことです。
　機材については、小松－台北便と同じく、エアバス３２０、
座席数は１８０席とのことです。

経済建設常任委員会
■議案第39号　石川県こまつ芸術劇場条例の一部を改

正する条例について
　本条例改正は、本年12月から始まる石川県小松市
團十郎芸術劇場うららの大規模改修工事に伴い、改修
完了後における施設使用料の改定を行うものです。改
修後の使用料は、維持管理費上昇分や改修による施設
機能の向上等を反映し、ホールや会議室等の機能別に、
10％又は20％の増額となりますが、未来を担う子供た
ちの文化芸術活動を支える観点から、市内の教育・保
育施設及び市内小中高校の大ホール・小ホール等の施
設使用料については、50％の減免措置を導入するとの
ことです。

■小松市都市計画マスタープランの改定について
　現在の小松市都市計画マスタープランは、平成31年
３月に策定したものであり、「世界に時めく日本海側の
拠点都市こまつ」の実現を目指し、新しい時代にふさわ
しい持続可能なまちづくりを進めるため、計画の見直し
を行うものです。

■航空プラザについて
　令和７年度の来館者数は約22万2,000人で、前年度
と比較して約６％増加しており、ゴールデンウイーク期
間中の来館者数についても、約１万4,100人と、前年同
期比で約13％増加したとのことでした。
　また、昨年11月に開館30周年を迎え、本年３月28日
から29日までの２日間にわたり開催された30周年記念
イベントでは、航空ジャンク市や元戦闘機パイロットによ
る公開講座などが実施され、合計約2,800人が来場し
たとのことでした。
　令和８年度の施設改修として、不具合が発生している
エレベーターの全面更新工事、及び漏水被害が生じて
いる屋根の全面改修工事を実施する予定であり、いず
れも２か年工事として、本年度は設計業務を行う予定と
のことでした。
　屋根の全面改修工事に合わせ、屋上に見学スペース
を設けるよう、石川県へ強く要望すべきとの意見があり
ました。また、航空プラザの利用者増加を図るため、Ｆ
－１５戦闘機を展示できるよう、石川県へ強く要望すべき
との意見がありました。

　今後は、地域別に説明会が行われるとのことなので、
地域の意見をよく聞き、計画の参考としてほしいとの意
見がありました。

■石川県立小松屋内水泳プールの土日無料開放の終了
について
　現在は、小学生を対象に屋内水泳プールの土日無料
開放を行っておりますが、６月から８月までの期間は利用
者が多く混雑するため、安全を確保する観点から、６月
末をもって無料開放を終了するとのことです。
　無料開放の終了後は、利用者の声をよく聞くことにより、
その効果を検証してほしいとの意見がありました。

　追加で報告のあった、クマによる人身事故の発生に関
して、ＡＩカメラの増設を行うなど、クマが人里に入って
くることを事前に防ぐ取組を強化してほしいとの意見が
ありました。また、第一に現場に駆け付ける警察が、ク
マに対し銃を使用できるようなルール改正を行うことを、
国や県に働きかけてほしいとの意見がありました。 



議会だより 222号 15

■全会一致で議決された議案
議案名 議決結果

予算案
（1件） 第36号 令和８年度小松市一般会計補正予算（第１号） 可決

条例案
（3件）

第37号 小松市税条例の一部を改正する条例について 〃
第38号 小松市本社機能立地促進のための市税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例について 〃
第39号 石川県こまつ芸術劇場条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案
（11件）

第40号～第46号　工事請負契約について 〃
第47号～第49号　財産の取得について 〃
第50号 専決処分の承認を求めることについて 承認

市長提出追加
議案（3件）

第51号 財産の取得について 可決
第52号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意
第53号 農業委員会委員の任命について 〃

議員提出議案
（1件） 第 6 号 社会全体で全てのケアラーを支援する仕組みの構築を求める意見書 可決

その他案件
（3件）

議員の派遣について（令和８年度北方領土現地視察団（参加）） 〃
議員の派遣について（宿毛市との姉妹都市協定締結に基づく議員間交流訪問団（参加）） 〃
議員の派遣について（市町村議会議員特別セミナー（参加）） 〃

6月定例会の議決結果

■賛否が分かれた議案	 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 小松志士の会 自民党こまつ 無会派
議
決
結
果
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議員提出議案
（1件） 第５号　�自衛官への暴挙発言に対する議員辞職を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 × ○ ○ 可決

※南藤陽一議長、岡山晃宏副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。南藤陽一議長は採決には加わりません。

全国市議会議長会・北信越市議会議長会表彰
本年度の表彰伝達式は６月８日（月）、６月定例会初日の開会に先立ち、本会議場で行われました。
今回、表彰を受けられた議員は次の方々です。

（前列中央左から）
木下 裕介 議員　　吉村 範明 議員　　新田 寛之 議員

〈正副議長在職4年以上表彰〉
新田 寛之 議員

〈15年表彰〉
吉村 範明 議員
新田 寛之 議員
木下 裕介 議員
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ププ活動ピックアッ活動ピックアッ
経済建設常任委員会 市内視察 令和8年度小松市消防団総合訓練

開 催 日 	 令和8年6月5日（金）
　5月28日に新たに小松市指定文化財となった那谷寺の
「千手観音坐像 附 台座、厨子」を拝見しました。本像
は、那谷寺の秘仏本尊として伝わる千手観音であり、大
変貴重なものです。その後、旧波佐谷小学校跡地に5月
7日にオープンしたCHABU Diningで、里山のゆっくり
した時間も体験しました。
　小松の文化財の視察や、市と連携して地域活性化に取
り組む事業者との意見交換を行い、未来に向けた持続可
能な地域づくりにつながると感じました。　　（東委員）

開 催 日 	 令和8年6月28日（日）
　小松市消防団総合訓練はこまつドームで開催され、市
内の18分団から約350人の団員が地域防災を担って参
加されました。消防団員が日頃培った技術と規律を確認
するとともに、分団相互の連携を強化し、大規模災害に
対応できる地域防災力や市民の防災意識の向上を高め
る、小松市最大規模の消防団訓練です。
　市議会からは議長や総務企画常任委員会、分団員の議
員が参加し、市民も自由に見学できる公開訓練として実
施されました。　　　　　　　　　　　　（村中委員長）

※議員が参加した行事等の
一部を紹介します。

専門家による無料相談会
日時●8月29日㈯・9月26日㈯・10月24日㈯
　　  ９時～11時30分

会場●小松商工会議所
問い合わせ先：担当 　竹内　TEL 0761-22-9990

サポートネット

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

◆法律　　　　◆人事・給与
◆債権回収　　◆会社設立
◆多重債務　　◆相続
◆完済過払　　◆事業承継
◆税金　　　　◆農地転用・開発行為
◆登記　　　　◆事業計画
◆不動産評価　◆公的年金　　 等の

不動産鑑定士

澤矢　豊伸
TEL0761-21-1122

弁護士

杉本　昌之
TEL0761-24-3633

社会保険労務士

村井　佳恵
TEL0761-48-7770

社会保険労務士

畠中　遥
TEL0761-75-7520

司法書士
行政書士

田中　一生
TEL0761-48-7040

税理士
行政書士

谷口　勇一
TEL0761-76-5503

弁護士

中西　祐一
TEL076-256-5413

土地家屋調査士
行政書士

山崎　豊
TEL0761-20-3175

　　定例会のお知らせ　次の定例会は9月1日から10月2日までの32日間です。9月
	 9月1日（火）	 10：00〜	 本会議	� 開会・市長説明
	 9日（水）〜11日（金）	   9：30〜	 本会議	 一般質問
	 17日（木）	   9：30〜	 委員会	 予算決算常任委員会総括質疑
	 18日（金）・24日（木）	   9：30〜	 委員会	 各常任委員会（分科会）
	 25日（金）	 13：30〜	 委員会	 特別委員会
	 10月2日（金）	 13：30〜	 本会議	 委員長報告・採決・閉会

　毎年、風薫る5月の小松は、歌舞伎のまちとして、全国
から多数のお客様をお迎えし、一年で最も賑やかになりま
す。日本こども歌舞伎まつりは今上演をもって幕を閉じま
したが、江戸時代より続く伝統の曳山子供歌舞伎は小松の
大切な財産の一つでありますので、この後も、末永く引き
継がれていきますように、心から願っております。

議長の活動紹介議長の活動紹介
＜4〜6月の主な議長日程＞

4月
2(木) 令和８年度公立小松大学・大学院入学宣誓式

29(水) 昭和100年記念式典

5月

4(月) 第27回日本こども歌舞伎まつりin小松　陣中見舞い・観劇

9(土) お旅まつり曳山曳揃えオープニングセレモニー

19(火) 令和８年度加賀地域連携推進会議（オール加賀会議）　総会

31(日) 能登地域トキ放鳥記念式典
秋篠宮皇嗣同妃両殿下お成り　お出迎え・お見送り

6月
6(土) 小松市戦没者慰霊式

25(木) 第78回石川県民スポーツ大会
小松市選手団結団式・壮行会

読者の声をお寄せください読者の声をお寄せください
　右記QRコードを読み込
んでいただき、必要事項を
入力の上、お送りください。

　右記QRコードを読み込
んでいただき、必要事項を
入力の上、お送りください。
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